
●講義の概要
　どの業界でどのような製品・サービスを提供するか、その
ためにどのように資源を配分するかなどの選択をすることが
戦略である。変化する環境のなかで、顧客は何を求めているか、
どうすれば価値を創造できるか、競合企業はどのように行動
するかを把握して、競争優性のある適切な戦略に基づいた経
営を行わないと、企業は利益を確保できない。
　本講義では戦略の基本を理解し、いかに活用するかを学ぶ。

●講義の到達目標
　戦略の基本や分析手法を理解して、現実の企業の戦略につ
いて把握できるようにする。また戦略立案手法を理解して、
どのようにして戦略を構築するかを理解する。わかりやすい
ケースなどを紹介して、企業経営のなかでの戦略の役割を把
握できるようにする。

●講義計画
第 1 回：戦略とは何か
第 2 回：戦略の考え方の変遷
第 3 回：事業戦略の考え方
第 4 回：外部要因の分析
第 5 回：ポジショニング理論とRBV
第 6 回：戦略的資源と競争優位性
第 7 回：事業戦略の立案
第 8 回：ポーターの戦略論
第 9 回：産業連化
第10回：製品ライフサイクルと事業戦略
第11回：規模と範囲の経済性
第12回：事業ポートフォリオ
第13回：成長戦略
第14回：M&Aと戦略連携
第15回：グローバル戦略

●成績評価基準と方法
　授業参加状況と発言70％、レポート30％によって総合的に
評価する。

●テキスト又は参考文献
　浅羽茂・牛島辰男『経営戦略をかむ』有斐閣

●受講上の留意点
　講義、議論に積極的に参加する。著名な企業の戦略がどの
ようなものか興味を持つ。
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●講義の概要
　21世紀の企業経営はITの進化で劇的に変わった。企業の大
小、国籍にかかわらずビジネスモデルの優劣が競争優位を決
する。ビジネスモデルとは何か、どう設計するかを事例を中
心に研究する。

●講義の到達目標
　21世紀の企業経営のスタイルを理解する。ビジネスモデル
のデザイン・ルールを理解する。ビジネスを起業するさいの
方法論を習得する。以上の到達度を図るためにビジネスモデ
ルのプレゼンテーションとレポートの提出を求める。

●講義計画
第 1 回：ビジネスモデルの理論的検討
第 2 回：ビジネスモデルの設計方法
第 3 回：業務システムの構築方法
第 4 回：コンセプト、戦略の重要性
第 5 回：製品、サービスの開発とデザイン
第 6 回：鮮度モデルの検討（ファッション、食品スーパー、

半導体のビジネス）
第 7 回：SPAモデルの比較分析（ザラ、H&P、ユニクロ）
第 8 回：サービス・プロバイダーのモデル（ISS）
第 9 回：伝統産業の活性化（Yaegaki Co. Itd. In U,.S.A.）
第10回：ローコスト・モデル（格蘭士）
第11回：EDLPモデル（ウォルマート・甲南チケット）
第12回：ネットワーク・モデル（アリババ・ドット・コム）
第13回：トレーサビリティー・モデル（秋川牧園）
第14回：地域おこしモデル（株式会社「いろどり」）
第15回：ビジネス・モデルの応用方法

●成績評価基準と方法
　（1）テキストの各事例について担当者を決めてプレゼンテー
ションを求める。出席者は資料・事例を事前に読み、討論に
参加すること。（2）期末に新しいビジネスモデルについての
レポート提出。（3）出席回数。

●テキスト又は参考文献
・安室憲一・ビジネスモデル研究会編著　『ケースブック・ビ
ジネス・モデル・シンキング』　文導堂　2007年
　そのほか、資料・事例については事前にプリントして配布
する。

●受講上の留意点
　ケースを読み、そのビジネスモデルの特徴・長所・短所を
明らかにする。それを踏まえて、自身で新しいビジネスをデ
ザインする。それをレポートとして提出する。

グローバル・ビジネス・モデル論
担 当 者
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